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１．（１）事業用自動車総合安全プラン２０２５（国土交通省本省）
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主な施策（プラン2025の施策に加え）中部ブロック事故等削減目標
令和7年までに以下の目標達成を目指す（括弧内の数値は令和元年の発生状況）

1.（２）安全プラン2025中部ブロック取組計画 [計画期間：令和３～７年度] 

「事業用自動車総合安全プラン２０２５」の重点施策を基礎とし、各県各モードの特色を踏まえ、中部
ブロックの事業用自動車の事故等の削減を目指すため、
「事業用自動車総合安全プラン２０２５中部ブロック取組計画」を策定。

２４時間死者数 １９人以下（R1:29）
ブロック
全体

重傷者数 ８１人以下（R1:132）
人身事故件数 １４６７件以下（R1:3086）
飲酒運転 ゼロ（R1:9）
乗客の死者数 ゼロ（R1:0）

バス

死者数 ゼロ（R1:０）
重傷者数 ５人以下（R1:8）
人身事故件数 ５４件以下（R1:106）
飲酒運転 ゼロ（R1:0）
乗合バス車内事故件数 １１件以下（R1:33）
貸切バス乗客負傷者数 ３件以下（R1:11）

死者数 １９人以下（R1:29）

トラック
重傷者数 ６１人以下（R1:103）
人身事故件数 ９９０件以下（R1:2161）
飲酒運転 ゼロ（R1:8）
追突事故件数 ５０６件以下（R1:914）

２．Mission 1st 運動の継続及び強化

各県各モードで以下２種のテーマについて最重点施策を設定

１年ごとに効果把握、必要に応じ見直し

新たに以下を重点項目として設定、具体的施策を立て実行

１．最重点施策の設定

① 情報の「受信者」の明確化
② 情報の「質」の向上
③ 情報の「発信力」の向上

乗客の死者数 ゼロ（R1:0）

タクシー

死者数 ゼロ（R1:0）
重傷者数 １５人以下（R1:21）
人身事故件数 ４２３件以下（R1:819）
飲酒運転 ゼロ（R1:1）
出会い頭衝突事故件数 ９１件以下（R1:209）

① 情報の「受信者」の明確化
最終的な事故等防止のキーマンは「運転者」であり、運転者に向けいかに必要な情報を伝

えるか、情報を伝える側、受ける側それぞれをそれぞれの立場で明確化するとともに、情報発
信体制の強化を図る。

② 情報の「質」の向上
引き続き好事例の発掘を行うほか、重大事故・飲酒運転事案等不適切な事象についても

保安・環境課担当者が監査官が実施する特別監査等に同行し、再発防止の観点から情報
収集を実施するなどして、情報の質の向上を図る。

③ 情報の「発信力」の向上
情報をより効果的に伝えるため、関係者それぞれで行なっていた情報発信の一部を、資源・

予算ともに集約し、ブロック全体の取組として発信するとともに、新たなコンテンツの開発に取り
組む。
また、当該取組は少なくとも新プランの運用年を通して取り組むこととし、取組の連続性を維

持することによる関係者への発信力の維持・向上につなげる。

（選択項目）削減すべき事故類型１種
（固定項目）飲酒運転ゼロ

【ブロック目標値の算定】 全国の目標値と全国の令和元年の発生状況と比較し、各項目で減少率を算出、中部ブロックの令和元年の発生
状況に減少率を乗じたものをブロック目標値とした
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２．中部ブロック取組計画に基づく最重点施策の取組状況

（バス）
事故防止委員会、事故防止に係るセミナー
等を通じて会員に周知
車内事故防止キャンペーンにおける利用者向
け啓発の実施
「車内事故防止ポスター」「ゆとり乗降」「シートベ
ルト着用」「バス発進時優先ルール」各ポスターに
よる啓発
床貼付用啓発フィルムを希望会員へ無料配付
県警と連携した周知啓発活動
ポスター、チラシを作成し、各警察署、運転免
許試験場等へ配布し周知

等

（バス）
事故防止委員会、運行管理者向け安全セミ
ナー等を通じて「飲酒運転ゼロ」の周知徹底
日バス協の『飲酒運転防止週間』において、
近年の「飲酒運転」事案及び飲酒運転防止
対策マニュアルを配布し飲酒運転の根絶を周
知
アルコール検知器の導入補助

等

最重点施策（選択項目）削減すべき事故類型１種に対する取組状況

最重点施策（固定項目）飲酒運転ゼロに対する取組状況

令和６年度の取組結果

令和６年度の取組結果

（タクシー）
指導主任者研修、事故防止委員会等を通
じて会員に周知
ライド＆ライド、ベースカー運動実施
「指導委員会」（事故防止委員会）で、更
なる交通ルールの遵守と交通マナーの実践を
徹底
「視野障害対策マニュアル」等を再配布・抜粋
説明し、各社での乗務員教育指導を依頼
各交通安全運動期間において、タクシー協会
の安全運動実施計画に基づき、交通ルール
の遵守及び運転マナーの周知徹底

等

（トラック）
事故防止に係るセミナー等を通じた会員周知
トラック・セーフティ・ラリー、トラックドライバーコンテ
スト等の実施
トラックフェスの開催
安全運動の新聞広告
危険マップの作成（警察、保険会社共催）
交通安全県民運動期間中の周知啓発
ドラレコ・デジタコ、安全装置等導入促進助成
車輪脱落事故講習会（座学・実技）の実施
交通死傷事故防止署名運動

等

（タクシー）
体内アルコール分解時間、飲酒運転の道路
交通法上の罰則について指導
重要な事故情報について周知
安全運転コンクールを通じ安全運転の徹底
周知
「飲酒運転防止マニュアル」の活用徹底
特定非営利活動法人ＡＳＫの「飲酒運転
防止インストラクター養成講座」を紹介

等

（トラック）
事故防止対策委員会、飲酒運転防止セミ
ナー等を通じた会員周知
初任運転者研修会、講習で周知
飲酒運転根絶に向けた啓発物の作製・配付
飲酒運転しない宣言の実施
注意喚起・啓発文の発出
適正化実施機関の巡回指導による周知及び
指導
アルコール検知器導入促進助成 等
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福 井三 重岐 阜静 岡愛 知

バ
ス

２．中部ブロック取組計画に基づく最重点施策の取組状況【バス】
令和７年までの全体目標（車内事故・参考）

福 井三 重岐 阜静 岡愛 知モード・
テーマ

車内事故
０件

車内事故
ゼロ

車内事故
0件（R4）→0件（R6）

車内事故
9件（R4）→5件（R6）

車内事故
（事故報告書提出件数）
ゼロ

削減す
べき事
故類型
目標

バ
ス

・車内事故０件に向け、事故防止
委員会における徹底や車内事故
防止キャンペーンでの取り組みなど、
有効と考えられる防止策の取り組
みを推進

・毎年、日バスが作成する車内事故防止
ポスター（縦型：営業所用、横型：車
内掲出用）を購入し、希望会員に無償
配布する。
・事故防止委員会等において、車内事故
防止呼びかけアナウンス（高速バス及び
貸切バスについてはシートベルト着用）の
徹底・推進を図る。

・事故防止委員会において指導
・バス発進時における道路交通法ルー
ルの周知・PR（ポスターチラシン配布
等）

・年4回開催の事故防止委員会に
おいて指導（重点指導事項）
・車内事故防止キャンページにおけ
る取組の実施

・事故防止委員会での徹底（年間２
～３回）
・運行管理者向け安全教育セミナーの
開催（年間２回）
・車内事故防止キャンペーン（毎年７
月）での各社具体的な取組み及び利
用者向け啓発の実施
・「バスの直前への急な割込み防止」等
道路交通法ルールの周知・PR（日本
バス協会作成ポスター・チラシの活用）

最重
点施
策

・７月の車内事故防止キャンペーン
を捉え取組の徹底を促すとともに、
「ゆとり乗降」「ゆとり運転」を実施す
る上で、乗務員によるアナウンスが
不可欠であることに着目し、乗務員
のアナウンス力の向上を図るための
車内アナウンスコンテストを令和７
年３月２日に開催した。

①日バスが作成する車内事故防止ポス
ターを購入し、希望会員６社に無償配
布した。
＊縦型：営業所用（Ｂ２版）２６部、
横型：車内掲出用（Ｂ３版）５８０
部
②年４回の事故防止委員会において、
毎度、メールマガジン「事業用自動車安
全通信」からの転載情報を提供し、バス
事故において如何に車内事故が多いかと
いう事実と事故発生の要因を認識させる
とともに、事前の防止となる車内事故防
止呼びかけアナウンス（高速バス及び貸
切バスについてはシートベルト着用）など
の徹底・推進を図った。

・事故防止に係る安全教育セミナーを
２回実施
（R6.7.4、R7.1.16）
・「車内事故防止に係るポスター」
「ゆとり乗降」「シートベルト着用」「バス
発進時優先ルール」の各ポスターによ
る啓発を実施
6月：シートベルト着用強調月間
7月：車内事故防止キャンペーン
・自動車の点検整備推進運動（9月、
10月）への参画
・事故防止委員会(4回)における、注
意喚起。

・年４回開催している事故防止委
員会において、静岡運輸支局及び
静岡県警察本部から事故防止につ
いてご指導をいただくとともに、交通
安全運動期間における重点的な取
組について、周知徹底を図った。
車内事故防止キャンペーン強化

月間において、会員への実施要領
の周知・徹底を行うとともに、ホーム
ページを活用し、広く運動の取組の
PRを行った。

令和６年度事業として、
・事故防止委員会（１回）、貸切バス実
務委員会（１回）、また運行管理者向け
安全セミナー等で事故防止の徹底を図るとと
もに、令和６年７月に「車内事故防止キャ
ンペーン」を実施して、車内事故撲滅に取組
んだ。
・愛知県バス停留所安全性確保合同委員
会で作成した「バスのシカクにご用心」事故
防止PRポスターを愛知運輸支局と連携して
各関係所に配布し周知した。

令和
6年度
取組
結果

令和６年度に設定した削減すべき事故類型目標、最重点施策及び令和６年度の取組結果
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福 井三 重岐 阜静 岡愛 知

バ
ス

２．中部ブロック取組計画に基づく最重点施策の取組状況【バス】
令和7年までの全体目標（飲酒運転・参考）

福 井三 重岐 阜静 岡愛 知モード・
テーマ

飲酒運転ゼロ目標

バ
ス

・引き続き、事故防止員会や講
習会等を通じた、飲酒運転防止
に関する注意喚起等を行う。

・秋の全国交通安全運動（9/21～
9/30）の実施に併せて実施している日
バスの『飲酒運転防止週間』において、
【近年の「飲酒運転」事案】及び【飲酒
運転防止対策マニュアル】を配布し飲酒
運転の根絶を図っており、これを継続。
・引き続き、年４回開催の事故防止委
員会等を通じて、県交通安全対策協
議会が策定した「飲酒運転０をめざす
基本計画」の浸透・定着化を図る。

・高性能・高機能アルコール検知器
の導入補助 ・事
故防止委員会での指導徹底

・年4回開催の事故防止委員会
において指導（重点指導事項）
・アルコール検知器の導入助成
（運輸事業振興助成交付金）

・アルコール検知器の導入補助（運
輸事業振興助成交付金を活用した
事業者助成）
・事故防止委員会での徹底（年間
２～３回）飲酒

運転
ゼロに
向けた
取組

・飲酒運転防止週間やアルコール
関連問題啓発月間などを通じ、飲
酒運転防止対策の徹底を図った。

①秋の全国交通安全運動（9/21～
9/30）の実施に併せて実施している日
バスの『飲酒運転防止週間』において、
【近年の「飲酒運転」事案】及び【飲酒運
転防止対策マニュアル】を配布し飲酒運
転の根絶を図った。
②引き続き、年４回開催の事故防止委
員会等を通じて、県交通安全対策協議
会が策定した「飲酒運転０をめざす基本
計画」の浸透・定着化を図った。

・アルコール検知器の導入補助 13
事業者
・事故防止委員会(4回)における指
導徹底。
・飲酒運転防止週間の実施。

・年４回開催している事故防止委
員会において、静岡運輸支局及び
静岡県警察本部から事故防止につ
いてご指導をいただくとともに、交通
安全運動期間における重点的な取
組について、周知徹底を図った。

令和６年度事業として、
・事故防止委員会（１回）、貸切バ
ス実務委員会（１回）、また運行管
理者向け安全セミナー等で「飲酒運転
ゼロ」の徹底を図った。
・令和６年度は、飲酒運転による事故
は発生していない。

令和
6年度
取組
結果

令和６年度に設定した最重点施策及び令和６年度の取組結果
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福 井三 重岐 阜静 岡愛 知
タ
ク
シ
ー

２．中部ブロック取組計画に基づく最重点施策の取組状況【タクシー】
令和7年までの全体目標（出会い頭事故・参考）

福 井三 重岐 阜静 岡名古屋愛 知モード・
テーマ

出会い頭事故
０件

出会い頭事故
０件

出会い頭事故
１０件（Ｒ１）

→６件（Ｒ６）４０％
減

出会い頭事故
１５％削減（R6）

出会い頭事故
112件（R1）
→89件（R6）20％
減

出会い頭衝突事故
追突事故
（具体的な目標設
定無し）

削減
すべき
事故
類型
目標

タ
ク
シ
ー

・各支部で開催する研修会にて安全
対策の講習を実施する。
・事故防止・サービス委員会で、さらな
る交通ルールの順守及び交通マナーの
徹底を図るとともに、席上配付した資
料を全会員に送付して事故防止意識
を共有する。
・各事業者において、点呼時に指導・
注意喚起を行うことを徹底するとともに、
ドライブレコーダー等を活用して教育指
導を行う。

・交差点及び狭い道路での出会い
頭事故を防止するため、前方や側
方の飛び出し等の注意を徹底する。
・信号のない交差点通過時の安全
に係る基本動作の習慣化の徹底。
・特にドライブレコード映像記録によ
る危険予知に対する確認の徹底。

・交通安全運動の実施期間前に
開催する「指導委員会」（事故
防止委員会）で、タクシー協会の
交通安全実施計画を策定し、事
業者に周知徹底するとともに、事
業者は乗務員等に対し教育・指
導を行う。

・セミナーの開催（会員向けに出合
い頭衝突事故防止に向けたセミ
ナーを開催 令和６年度中に１回
開催）
・Mission１st ホームページにより
情報共有を図り、講演資料や好事
例の利活用を推進する。

・住宅区域内の狭い道路
での徐行の徹底。（幅員
が広い道路を徐行義務が
発生しないでも良い道路
であると勘違いしないを繰
り返し教養。慎重な運転
と安全確認の励行。

・指導主任者研修、自
動車交通事故防止セミ
ナーの開催（各１回）
・ライド＆ライト運動、
ペースカー運動の継続最重

点施
策

・各支部での安全対策研修会は未実
施となったが、２支部の総会に協会専
務が出席し、「視野障害対策マニュア
ル」等を再配布・抜粋説明し、各社で
の乗務員教育指導を依頼した。
同時に、協会ホームページの会員

ページに同マニュアルを再アップし、全
会員に周知した。
・各交通安全期間において、協会の
実施計画を作成・配布し、改めて交
通ルールの遵守及び運転マナーの徹
底を図った。
・各事業者において、毎点呼時に暗
然運転・事故防止の指導・注意喚起
を徹底。ドラレコ導入会社においては、
ドラレコ記録を活用した教育を行った。

令和６年度事故件数は6件
と達成できなかった。

・交通安全運動の実施期間前に
開催する「指導委員会」（事故
防止委員会）で、更なる交通
ルールの遵守と交通マナーの実践
を徹底した。事業者においては、
点呼時に指導や注意喚起を行っ
た。

・セミナー未実施
・Mission１st ホームページにより
情報共有し講演資料を配布

・名古屋タクシー協会交通圏
での令和6年出合い頭事故
は第一原因67件（法人64
件個人3件）であった。令和
5年と比較すると（法人＋
18件 個人－２件）で前
年対比で残念ながら増加し
た。令和元年と対比すると第
一原因では４０％削減した
が、人身事故（第一原因）
に占める出合い頭事故は
（21.4％）と比率が高く継
続して取り組む。

・指導主任者研修(9
月)と自動車交通事故
防止セミナー(3月)につ
いては、日程調整の不
調により開催できなかっ
た。
・ライド＆ライト運動、
ペースカー運動について
は、年間を通じて実施し
た。

令和
6年
度

取組
結果

令和６年度に設定した削減すべき事故類型目標、最重点施策及び令和６年度の取組結果
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福 井三 重岐 阜静 岡愛 知
タ
ク
シ
ー

２．中部ブロック取組計画に基づく最重点施策の取組状況【タクシー】
令和7年までの全体目標（飲酒運転・参考）

福 井三 重岐 阜静 岡名古屋愛 知モード・
テーマ

飲酒運転ゼロ目標

タ
ク
シ
ー

・飲酒運転防止対策ガイドライン
に従った飲酒運転ゼロに向けた取
組を推進する。
・アルコール検知器を用いた検査を
励行する。
・事業者において、飲酒運転の悪
質性・危険性について、広報啓発
活動等を通じて乗務員の意識改
革を向上させ、飲酒運転の根絶を
図る。
・飲酒運転防止インストラクター養
成講座の紹介・受講を図る。

・「飲酒運転防止対策ガイドラ
イン」に従った飲酒運転０に向
けた取組の推進。
・飲酒運転撲滅の啓発。

・乗務前と乗務後のアルコール検
査の徹底

・乗務前及び乗務後のアルコー
ル検査の徹底

二日酔い防止のため、
体内のアルコール分解速
度（時間）の教養の徹
底。(5年度から継続）

・指導主任者研修、自
動車交通事故防止セ
ミナーの開催(各１回)
・健康管理関係マニュ
アル・ガイドライン等に関
する情報提供

飲酒
運転
ゼロ
に向
けた
取組

・各社において、毎点呼時にアル
コールチェックを徹底した。
・２支部の総会等に協会専務が出
席し、「飲酒運転防止マニュアル」を
再配布・抜粋説明し、各社において
乗務員指導の徹底を要請した。
同時に、協会ホームページの会員
専用ページに同マニュアルを再アップ
し、全会員に周知した。
・通常総会時に、特定非営利活動
法人ＡＳＫが開催する「飲酒運転
防止インストラクター養成講座」を会
員に紹介し、受講を促した。
欠席会員には、書面通知して周知
した。

飲酒運転件数0件を達成。・乗務前と乗務後に、アルコール
検知器を使用した検査と乗務員
への指導を徹底した。

・安全運転コンクールを通じ安全
運転の徹底を周知
・交通安全対策協議会が発出
した交通死亡事故多発警報を
全会員に配布し、法令順守と
安全行動の徹底について周知

・新任教養にて（令和6
年度1527人受講）体
内アルコール分解時間に
ついて教養を実施、併せ
て酒酔い運転はきわめて
罰則が重く（5年以下の
懲役または100万円以
下の罰金かつ免許停止に
加え3年間の免許欠格
点数35点）である旨を
教養した。（5年度から
継続）

・指導主任者研修(9
月)と自動車交通事故
防止セミナー(3月)につ
いては、日程調整の不
調により開催できなかっ
た。
・モードを問わず飲酒事
故、重大事故、タクシー
事業に特徴的な事故
(出合頭衝突事故、追
突事故)等に係る情報を
遂次提供した。

令和
6年
度

取組
結果

令和６年度に設定した最重点施策及び令和６年度の取組結果

7

福 井三 重岐 阜静 岡愛 知
ト
ラ
ッ
ク

２．中部ブロック取組計画に基づく最重点施策の取組状況【トラック】
令和７年までの全体目標（追突事故・参考）

福 井三 重岐 阜静 岡愛 知モード・
テーマ

追突事故
16件（R4）
→13件（R6）20％減

追突事故
74件（R4）
→63件（R6）15％減

追突事故
84件（R4)
→71件（R6) 15％減

追突事故
64件（R4）
→198件（R6）25％減

車両同士の追突事故
479件（R4）
→431件（R6）1割減

削減す
べき事
故類型
目標

ト
ラ
ッ
ク

・交通労働災害死亡事故０運動２
０２４の実施（R6.4.1～
R7.3.31）
・トラックドライバー安全運転コンクール
の実施（R6.4.15～11.15）
・総合安全プラン目標達成セミナーの
開催
・ドライブレコーダ及びデジタコ導入費
用助成

・セミナーの開催（ドライブレ
コーダー映像を使った事故防止
セミナー及び健康起因事故に
特化したセミナー）※令和６
年度中２回開催予定
・ドライブレコーダー及びデジタコ
導入費用助成
・安全宣言事業者の募集
・各新聞広告等での周知
・定期発送で周知

・委員会（４回開催）及びセミ
ナー（1回開催）にて周知を図る
・指導及び監督の指針（12項
目）の徹底
・衝突被害軽減ブレーキ搭載車両
への代替(新車）に係る費用補助

・衝突防止警報機器助成事業
の継続並びに助成対象機器拡
大
・ドラレコ・デジタコ導入促進事業
の継続
・事故防止セミナーの開催（管
理者向け・ドライバー向け）
・車輪脱落事故防止に向けた周
知
・安全運転コンクール並びに各季
の交通安全運動の周知と積極
的な参加勧奨

・トラック・セーフティ・ラリーの実施。
・交通事故防止セミナーの開催。
・トラック安全デー活動の推進。
・交通事故防止スローガンの策定（四
半期ごと）
・交通安全関係機関が行う交通安全
活動への積極的参加。
・国土交通省、全日本トラック協会とタ
イアップした啓発チラシの配布。
・事故を防止する安全装置に対する助
成事業。
・愛ト協独自で作成したテレビCMの放
映。
・各種マスメディアを利用した広報事業。
・トラックフェスティバルの開催

最重
点施
策

令和６年度に設定した削減すべき事故類型目標、最重点施策及び令和６年度の取組結果
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①「交通・労働災害死亡事故０運動
2024」の実施（R6.4～R7.3）
・運動啓発ポスターの作成/全会員に配布
・機関誌「トラックニュースふくい」及び協会
HPに掲載
②「第20回トラックドライバー安全運転コン
クール」を実施（R6.4～11）：215日間
・参加チーム：678チーム（3,390名）
・達成チーム：498チーム（2,490名）、
達成率：73.5％
③「ドライバー向け事故防止講習会」を開催
・日時：令和6年6月22日 10:00～

/13:30～ 受講者：115名
④日常点検＆タイヤチェーン装着講習会
（座学・実技）
・日時：令和6年9月19日 ・受講

者:54名
⑤プラン２０２５目標達成フルセミナー
・日時：令和6年10月24日

⑥「令和6年度交通事故・労働災害防止
大会」を開催
・日時：令和6年12月3日 13:00～
・来賓：福井運輸支局、福井労働局、

福井県警察本部、福井県
・参加者：74名
・４メーカーによる機器を活用した事故防

止事例セミナー
・１５社による安全環境機器展示会

⑦四季の「交通安全県民運動」期間中に
街頭啓発活動（7支部実施）

・各地主要道路交差点でののぼり旗等
啓発
⑧ドライブレコーダ機器導入促進助成:172
台
⑨安全装置導入促進助成:138台
⑩EMS機器導入促進助成:97台
⑪交通死傷事故防止署名運動

・306社5,225名
⑫安全運転を呼びかける「懸垂幕」の製作、
全会員に配付

・会員運送事業者対象に事故防
止に対するセミナーを開催
9/3過労死、健康起因事故防

止
セミナー17名参加
3/3安全プラン2025目標達成

事故
防止セミナー16名参加

・EMSデジタコ839台
・安全宣言200days158社
3662名
・安全運動の新聞広告や会員あ
てチラシでの啓発を実施

・交通事故防止セミナー開催：5
月29日、2月18日
・初任運転者の研修会実施：12
回
・トラックドライバーコンテスト開催：
9月8日
・会員事業者への出張指導講
習：6回
・優良ドライバーの認定：153事業
者 1,389名
・危険マップの作成（岐阜県警察
本部、あいおいニッセイ同和損害保
険（株）共催）

・衝突防止警報機器助成事業の
実施並びに助成対象機器拡大
・ドラレコ・デジタコ導入促進事業
の実施
・安全運転コンクール・各季交通
安全運動の周知活動
・事業用自動車総合安全プラン
２０２５目標達成セミナーの開
催
・健康起因事故防止セミナーの
開催

・トラック・セーフティ・ラリーの実施
参加数：1,425社（14,169チー

ム）70,845名達成率80.8％
・交通事故防止セミナーの開催
プラン2025目標達成セミナー

（R6.8.22）参加者57名
・トラック安全デー活動の推進
各支部における交通安全啓発活

動・・・175回
各支部における交通安全講習会・・・

34回
・全日本トラック協会とタイアップした交
通安全活動
「大型車の車輪脱落事故防止キャン

ペーン」
「トラック運送業界における点検整備

推進運動」の広報・啓発
・事故防止に資する助成事業
EMS機器：2,216台、ドライブレコー

ダー：2,030台
安全装置（後方視野確認支援装

置、衝突防止警報装置）：371台
・メディア（テレビCM、ネット広告等）を
活用した交通事故抑止の周知
・交通安全を呼びかける卓上のぼり旗の
配布・トラックの日（10月9日）に向け
た県内統一パレードの開催〔場所：愛
知県内全域（トラックTV2両は3日間
走行）〕
・「トラックFes2024」の開催
（R6.10.14）場所：ﾎﾟｰﾄﾒｯｾなごや
来場者数：10,000名

令和
6年度
取組
結果
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福 井三 重岐 阜静 岡愛 知
ト
ラ
ッ
ク

２．中部ブロック取組計画に基づく最重点施策の取組状況【トラック】
令和７年までの全体目標（飲酒運転・参考）

福 井三 重岐 阜静 岡愛 知モード・
テーマ

飲酒運転ゼロ目標

ト
ラ
ッ
ク

・アルコール検知器及びアルコー
ルインターロック導入費用助成
・トラックドライバー安全運転コン
クールの実施（R6.4.15～
11.15）
・「SDD Project 福井2024」
への協賛
・啓発ポスターの作成

・定期発送で周知
・初任運転者講習及び各支部
講座での飲酒運転防止について
の説明
・飲酒運転防止DVDの会員用
への貸し出し
・適正化実施機関巡回指導等
での指導
・飲酒運転をしない運転者宣言
の募集と周知

・点呼を確実に実施（アルコール検知
器使用）
・交通事故防止対策委員会にて周
知
・広報媒体を活用した周知（HP、メ
ルマガ、機関紙）
・適正化巡回指導や交通事故防止
巡回による周知及び指導
・アルコール検知器の導入補助【機器
（オプション・消耗品等 含む）及び
センサーの価格【除く消費税】の３分
の１（百円 未満切 捨て）、１営
業所あたり１０万円まで】

・広報誌並びにHP等を活用し
た飲酒運転防止啓発
・飲酒運転防止啓発グッズの作
成検討
・自動車事故防止啓発ステッ
カーの配付（継続）
・飲酒運転防止セミナーの開催
検討

・トラック・セーフティ・ラリーの実施。
・交通事故防止セミナーの開催。
・トラック安全デー活動の推進。
・交通安全関係機関が行う交通安
全活動への積極的参加。
・国土交通省、全日本トラック協会
とタイアップした啓発チラシの配布。
・各種マスメディアを利用した広報
事業。
・飲酒運転根絶を目的とした啓発
グッズの作成。

最重
点施
策

①「飲酒運転撲滅活動in2023ふくい」
に協賛
（STOP DRUNK DRIVING 

PROJECT in FUKUI）
・期間：令和6年8月～令和7年7月

（1年間）、5年目
・主催：FM福井（協賛企業：38

社）
・ラジオCM100本放送、啓発ポスター

作製、配布
②アルコール検知器導入促進助成
・助成台数：119台

③「北斗の拳」とのコラボによるポスター・
チラシを作製し福井県警に贈呈

・安全ﾌﾟﾗﾝ2025目標達成事故防止ｾﾐ
ﾅｰを開催し飲酒運転撲滅を周知
・会員への定期郵送で飲酒運転０啓発
を行った正しい運転、明るい輸送運動に
より年末年始の飲酒根絶を周知
年末に飲酒運転撲滅宣言を行政処分
内容周知とともに行った
・教育用DVDの飲酒関連映像を貸し出
し
・適正化実施機関、巡回指導時に指導
や取組を確認した
・安全宣言200daysに飲酒運転しない
宣言を盛り込んだ

・交通事故防止対策委員会で周知
令和6年6月20日、9月9日、
11月26日、令和7年3月17日

・初任運転者研修会で周知
・適正化巡回指導による周知及び指
導

・飲酒運転防止セミナーの開催
・事業用自動車総合安全プラン２
０２５目標達成セミナーの開催
・飲酒運転防止啓発グッズの作成・
配布（ミニのぼり旗）
・飲酒運転防止用ステッカーの配布
・注意喚起文書発出（全会員）
・会員事業者より安全運転宣言書
の回収（回収率９９％）

・トラック・セーフティ・ラリーの実施
参加数：1,425社（14,169チー
ム）70,845名達成率80.8％
・トラック安全デー活動の推進
各支部における交通安全啓発活
動・・・175回
各支部における交通安全講習会・・・
34回
・飲酒運転の危険を学ぶための教育用
DVDの貸し出し

令和
6年度
取組
結果

令和６年度に設定した最重点施策及び令和６年度の取組結果
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３．事業用自動車総合安全プラン２０２５重点施策の取組状況

■「新たな日常」における安全・安心な輸送サービスの実現
・説明会開催、イベントでの求人情報等リーフレット配付、各協議体への問題提議
・セミナーの開催やその他による周知、能登半島地震への県と協力した対応
・バスジャックマニュアルの周知、警察と連携し合同訓練への参加

①バス協会

■飲酒運転、ながら運転、あおり運転への対応
・事故防止委員会の開催、アルコール検知器導入支援、ポスター・チラシの配付

■ICT、自動運転等新技術の開発・普及促進
・事故防止委員会等による情報発信
・先進安全装置装着車の導入支援
・運行管理高度化機器の情報提供
・無人自動運転サービスに係る安全確保の情報提供、実証実験状況の把握

■超高齢社会におけるユニバーサルサービス連携強化を踏まえた事故の防止対策
・車内事故防止キャンペーンを活用したポスター等による啓発、バス事業者への指導
・適性診断の受診支援、診断結果や健康管理マニュアルの活用に係る周知

■原因分析に基づく事故防止対策の立案と関係者の連携による安全体質の強化
・事故防止委員会等を活用した指導
・脳ドック、SAS診断等の受診支援、各種マニュアルの提供
・セミナーの開催、安全マネジメント講習受講や安全性評価認定の助成支援

■道路交通環境の整備
・各種会議や懇談会に出席し改善の働きかけ
・バスターミナル整備での全面を覆うシェルターの設置働きかけ

等
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②タクシー協会

３．事業用自動車総合安全プラン２０２５重点施策の取組状況

■「新たな日常」における安全・安心な輸送サービスの実現
・「働きやすい職場認証制度」等各種情報の発信、説明会実施、HPでの就職斡旋アニメの配信、ポスター掲示や
リーフレット，アメニティの配付

・外国人向け講習会実施、ユニバーサルドライバー研修の開催、補助金事業の周知
■飲酒運転、ながら運転、あおり運転への対応

・交通安全運動等の機会にALC使用やアルコール消費時間等の各種情報を周知徹底
・ながら運転防止ステッカーの配付、交通安全実施計画による指導
・あおり運転防止のため、ドライブレコーダ映像を使用した教育、警察との協力体制構築，情報提供

■ＩＣＴ、自動運転等新技術の開発・普及促進
・AIを活用した新旅客需要掘り起こし、AIドライブレコーダの装着意義，活用方法啓発
・UDタクシー・先進安全自動車タクシーの情報提供や導入支援、遠隔点呼の情報展開・先行実施支援
・海外のタクシー自動運転の視察、デジタコ等高度化機器について普及推進

■超高齢社会におけるユニバーサルサービス連携強化を踏まえた事故の防止対策
・路上寝込み通報の周知，ハイビームの積極的活用、振込詐欺被害の防止、徘徊老人保護の周知
・適齢診断の受診徹底/指導/助成、各種ガイドラインの周知、事故防止対策資料の周知，特徴を踏まえた点呼
実施のための教養

■原因分析に基づく事故防止対策の立案と関係者の連携による安全体質の強化
・出会い頭事故のための反復教育、日没１時間前HL点灯/こまめな切替え、追突事故等の防止啓発、
シートベルト全席着用徹底、ポスター/リーフレット/業界紙での広報啓発、無事故無違反コンテストの実施

・健康管理の各種ガイドラインの周知徹底、点呼時の血圧等の測定励行、協会けんぽと連携した各種情報の提供
・大学が行う危険認知研究の協力、新規運転者講習会、安全マネジメント制度/セミナー周知

■道路交通環境の整備
・各種会議や懇談会に参画、ラウンドアバウトの導入への積極支援、道路管理者への意見要望 等
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３．事業用自動車総合安全プラン２０２５重点施策の取組状況

■「新たな日常」における安全・安心な輸送サービスの実現
・２０２４年問題に係る有識者セミナー開催/事業者アンケートの実施公表、人材確保に係るセミナー等開催、
価格交渉講習会の開催、CMや新聞等メディアを活用した広報、 労働局やハローワークとの連携、免許取得助成、
関係機関からの情報の周知、改善基準告示改正に係るパンフレットの送付、運転体験＆会社説明会の開催

・災害発生に対する研修開催、防災訓練への参加、関係機関からの情報収集及びEWBセミナー、災害支援に
必要な資材や食料の配備

・イベントや長期休暇時においての交通規制や交通量の抑制分散に関する広報

③トラック協会

■飲酒運転、ながら運転、あおり運転への対応
・事故防止対策委員会やセミナー等での飲酒運転根絶の周知徹底、安全運転宣言書/飲酒運転根絶要請文、
マニュアル/ポスター/チラシの活用、広報誌での周知、事故防止ステッカーの配付、ラジオCM放送、ALC導入助成

・各季の交通安全運動期や事故防止対策委員会等でのながら運転防止の周知徹底、啓発グッズの配付、
関係DVDの無料貸出し

・ 交通事故防止対策委員会や交通事故・労働災害防止大会,交通安全運動等でのあおり運転防止の周知徹底、
啓発グッズの配付、関係DVDの無料貸出し、

■ＩＣＴ、自動運転等新技術の開発・普及促進
・高性能デジタコ・ドラレコの導入助成、セミナー開催、関係機器の紹介、ドローン活用情報の周知、
最新の車両の動態管理や配車システム等最新DX機器のセミナー/機関誌での紹介/機器展示

・後方視野確認支援装置や側方視野確認支援装置などの各種安全装置,アルコールインターロックなどの
導入促進助成

・自動点呼や遠隔点呼機器の情報提供,導入助成
・自動運転等の新技術の情報収集や周知/自動運転研究施設の視察、先進自動車の導入助成
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３．事業用自動車総合安全プラン２０２５重点施策の取組状況

③トラック協会

■原因分析に基づく事故防止対策の立案と関係者の連携による安全体質の強化
・事故防止セミナー等による周知徹底、後方視野確認支援装置や側方視野確認支援装置などの各種安全装置、
ドライブレコーダ/デジタコ/バックカメラ等の導入助成、重大事故情報の収集や調査研究、安全教育訓練研修受講
助成

・睡眠時無呼吸症候群や脳・心臓ドックの受診助成、各種セミナーの開催、血圧計導入助成、健康診断受診助成、
マニュアル等を活用した啓発

・点検整備推進運動と連携した各種活動、交通事故防止対策委員会で周知、車輪脱落事故防止に係るセミナー
や講習会の開催、啓発チラシを用いた周知、会員向け発送物への記事の掲載、連結式ナット回転指示インジケーター
配付ト、ルクレンチ購入助成、日常点検の適切な実施励行

・運輸安全マネジメントセミナーの開催、運輸安全マネジメント講習の受講助成、交通事故防止対策委員会等の
機会での周知、運輸安全マネジメント用ホワイトボード配付

・悪質事業者の運輸支局への迅速な報告、総合評価の低い事業者への重点した巡回指導や改善対応の強化
・初任診断の受診料一部助成、指導教育ツールの活用促進、中部トラック総合研修センターでの研修プログラム
の周知、初任運転者研修会の開催、オンライン講座の配信、指導監督指針の周知

■道路交通環境の整備
・各種会議にて意見要望提出、特殊車両通行許可の確実な実践指導、国道1号線長沼大橋立体化に向けた
期成同盟会への参画

等

■超高齢社会におけるユニバーサルサービス連携強化を踏まえた事故の防止対策
・啓発CMの放送、後方視野確認支援装置や側方視野確認支援装置/ドライブレコーダ等の導入助成、
セミナー等での事故実態周知、講習等による事業者の意識高揚支援

・適齢診断の受講助成、診断結果の活用促進の指導、研修受講支援、教育ツールの展開（DVD、e-ラーニング）
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３．事業用自動車総合安全プラン２０２５重点施策の取組状況

④-1 ＮＡＳＶＡ（自動車事故対策機構）

④-2 自動車整備振興会

指導講習を通じた周知、啓発
・飲酒運転撲滅の周知、
・ながら運転・あおり運転への啓発
・車内事故防止について周知、ドライブレコーダー等の映像を用いた事故防止手法の説明、推進
・視野障害のリスクの周知、積極的な取組みへの説明
・健康起因事故について、事故報告規則に絡めて説明
・運輸安全マネジメントセミナーの案内、実施
リモート方式での指導講習導入 等

確実な点検整備の実施啓発、大型車の車輪脱落対策
・会報誌（チラシ、ポスター同封）、HPによる広報
点検・整備の必要性、実施方法啓発
・会報誌への掲載、WEBサイト、SNSによる広報
・テレビＣＭ、ラジオＣＭによる定期点検整備促進のPR 
・ポスター、のぼり、デジタルサイネージによる広報
・・エンジョイ・カードクターinツインメッセ主催
・街頭検査の実施
・マイカー点検教室の開催
・こども整備士イベントで人材確保をするとともに点検整備促進 等
事故事例の展開
・車両火災事故、車輪脱落事故事例の掲載
・整備主任者研修、検査員研修での説明 等

15

３．事業用自動車総合安全プラン２０２５重点施策の取組状況

⑤-1 中部運輸局
「新たな日常」における安全・安心な輸送サービスの実現

・中部バス協会が主催する中部地区バス運転士合同就職説明会「どらなびEXPO 2024秋」を後援し、イベントにおいて、
バス業界の現状について講演

・バス協会、労働局と連携し説明会等の開催やイベント、セミナーでの講演によりバス運転者確保の取組を推進
・「働きやすい職場環境認証制度」について、受付期間見直し、認証結果の公表の都度、運輸支局を通じて各事業者
団体と共有

・「交通DX・GXによる経営改善支援事業等補助金」に係る制度改正として「働きやすい職場環境認証制度」の取得が
必要となるため、事業者団体と共有し、一層の取得を周知

・ 「トラック事業取引環境・労働時間改善応援サイト」を活用し、「ホワイト物流」や「働きやすい職場認証制度」をはじめと
した各種施策を周知

・ トラック協会主催の就職面談会に支局が出展し、「ホワイト物流」推進運動や「働きやすい職場認証制度」を参考に
物流企業への就職・転職を検討方周知

・ブロック単位で「持続可能な物流セミナー2024」を開催するとともに、各県においてもセミナー等を開催し、標準的な運賃
も含む「物流革新に向けた政策パッケージ」や物流改正法を周知・浸透推進

・遠隔点呼等の新たな制度や実証実験中の取組について、講習会等での周知

抜本的対策による飲酒運転、迷惑運転等悪質な法令違反の根絶
・飲酒運転を惹起した運送事業者への特別監査に保安担当が同行し、飲酒運転に係る情報を積極的に収集、
当該情報や講演資料、マニュアル等を活用し講習会等での周知

・ながら運転防止について、講演資料を作成し、講習会等で周知

ＩＣＴ、自動運転等新技術の開発・普及促進
・遠隔点呼等の新たな制度や実証実験中の取組について、講習会等での周知
・ASV装着車や運行管理の高度化に係る補助事業について、HP等を活用し周知
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⑤-1 中部運輸局
超高齢社会におけるユニバーサルサービス連携強化を踏まえた事故の防止対策

・７月の車内事故防止強化月間において、自治体を通じ高齢者やバス利用者の安全確保について周知
・視野障害対策に係る講習資料を作成し、講演等の機会において周知

原因分析に基づく事故防止対策の立案と関係者の連携による安全体質の強化
・計画的に運輸安全マネジメント評価を着実に実施
・監査方針、処分基準に基づき、適時・適切な監査及び行政処分を実施
・貸切バス適正化センター及び貨物自動車運送適正化事業実施機関との連携により、監査の充実、強化。
・事業用自動車事故調査委員会にて公表された報告書について講習等の機会を通じ周知
・健康起因事故削減のための対策について、各種マニュアル等も活用し、講習会や事故防止セミナーを通じて周知
・「大型車の車輪脱落事故防止キャンペーン」を機とした講習会等での講演や啓発用チラシ、その他事故防止や
法令改正等に係る通達により周知

・貸切バス事業者に対し、対面講習会を開催し、事故削減について指導
・初任運転者等に対する指導や適性診断の受診について、講習等の機会を捉え周知

中部ブロックとしての取組計画
・関係事業者団体と連携し、各団体で予定されている事故防止委員会等の会合に運輸局または運輸支局職員を
派遣し、当該会合に出席した事業者に対しプラン2025の安全重点施策及び事故防止に資する情報を講義、
資料等により提供

・４半期ごとに講習資料を作成、各支局へ配布するとともに運輸局HPに掲載
・テーマに基づいた事故防止ステッカーを作成配付するとともに、関連する教育資料も作成し、運転者教育に活用できる
よう公表

・協会けんぽとの協働により、連携した事業者指導、チラシ等の配付を計画
等

３．事業用自動車総合安全プラン２０２５重点施策の取組状況
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事故防止ステッカーの作成・配布
運転者に直接メッセージが届くよう、また、他の情報と輻輳しない「トイレ」に注目し、主に営業所のトイレに貼付して
貰うため、事故防止ステッカーを作成。
令和６年度は、テーマを「交差点２段階停止啓発」とし、交差点での適切な停止、停止しない場合のリスク等を周
知。

事業者向け講演資料の作成・公表
４半期ごとに講習資料を作成、各支局へ配布するとともに運輸局HPに掲載。
関係事業者団体と連携し、各団体で予定されている事故防止委員会等の会合において、事業者に対し事故防
止に資する情報を講義、資料等により提供。

自動車事故防止セミナー２０２４の開催
テーマは 『心身が影響する運転へのリスク～２０２４年を迎え、変わりゆく労働環境～』
2024年問題により労働環境が変化したことに伴う、心理的影響や、労働時間の超過が引き起こす問題等を知っ
てもらい、適切な労働環境を構築を推進するため、４名の講師による講演を実施。

４．Mission 1st 運動の取組状況

① 情報の「受信者」の明確化
② 情報の「質」の向上
③ 情報の「発信力」の向上

①情報伝達先の真のターゲットは運転者
②好事例を踏まえた情報を元に、事業者が

使用できる資料の作成
③これまでも好評であったコンテンツの継続的な推進

これまでにないコンテンツの制作・展開

【令和６年度講演資料】
• 自動車運送事業者における視野障害対策
• ながら運転の防止
• 交差点２段階停止
• 健康管理～健康診断の活用～
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令和4年度

ステッカーのテーマ（１年ごとに１種） 令和４年度「飲酒習慣啓発」 令和６年度「交差点２段階停止啓発」
令和５年度「車間距離維持啓発」 令和７年度「後退時確認徹底啓発」

ステッカーシート（148㎜×210㎜）

４．Mission 1st 運動の取組状況

令和５年度

令和６年度
ステッカー単体（138㎜×78㎜）

● 事故防止ステッカーの作成・配付
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事業者が行う運転者指導や、各種会議での講演を想定し、４半期ごとにテーマを変えて講演資料を作成しホームページで公表。
特に、１０月から１２月は「交差点２段階停止啓発」をテーマとして、事故防止ステッカーの内容とリンクさせ作成。
ステッカーによる日常での認識及び事業者の指導という２本の柱による相乗効果を期待。

４．Mission 1st 運動の取組状況
● 事業者向け講演資料の作成・公表
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４．Mission 1st 運動の取組状況
自動車事故防止セミナー２０２４の開催

21

５．その他の行政の取組
● 独自通の発出

他局事案ではあるものの、路線バスにおいて寝ていた旅客に気がつかず、約１時間の 間車庫に止めたバス車内に旅客を置き去りにし
た事案が発生。
同種事案については、過去、中部管内でも発生しており、また、令和４年においては自家用ではあるものの、通園バス車内に園児が

置き去りとなり、当該園児が死亡する事案が発生。
夏季を迎えるに当たり、本事案の危険性及び対策の徹底方周知。

（令和６年５月１４日発出）

１．これから夏季を迎えるに当たり、旅客の車内置き去りにすることが重大な結果を
招くおそれがあることについて、以下に示す参考や過去に発生した事例を元に、乗
務員に対して改めて指導する。

２．自社で定める旅客の車内置き去りを防止する措置について、乗務員に対し適切
に 実施をさせる。 また、運行終了時及び帰庫後のバス車内点検においては、旅客
が眠っている等に より見えづらくなっているおそれがあることを指導する。

３．「置き去り防止を支援する装置」の活用により、車内点検時における旅客の見落
としを防止することが期待される。ただし、当該装置はあくまでもヒューマンエラ ーによ
る置き去りを防止するうえでの補助的な役割を果たすものである旨、理解し た上で
活用する。

■対策

■参考情報

近畿運輸局が公開している動画の周知
JAFによる調査結果
「置き去り防止を支援する装置」の情報提供
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５．その他の行政の取組
● 本省通達を踏まえた情報展開の効率化

中部運輸局においては、当該状況を広く周
知し、一層の事故削減を進めるため、啓発
用チラシを作成。

令和６年において、横断中の歩行者や路上横臥者と衝突する死亡事故が立て続けに発生し、タクシー事業者が引き起こした死亡事
故（自動車事故報告書による。）は、令和６年７月末時点の速報値で33件（内、横断中の人との事故が１４件、路上横臥中の
人との事故が６件）となり、 「事業用自動車総合安全プラン２０２５」で令和７年目標としているタクシーの死者数２５人を既に超
えたことから、事故防止の通達が発出。

（令和６年８月２２日発出）
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５．その他の行政の取組
● 貸切バス事業者を対象とした事業者講習会及び街頭監査の全国一斉実施について

■中部運輸局管内の実施状況
【事業者講習会】

○実施回数 ９回 ○出席者数 ２３１名（協会員、非協会員）
○講習内容

・令和５年度における巡回指導実施結果等について
・貸切バスの輸送の安全確保の徹底について

中部運輸局自動車技術安全部保安・環境課職員及び中部貸切バス
適正化センターから１時間から１時間３０分程度、以下内容を対面形
式で講演

【街頭監査】
実施結果

実施場所実施
主体 主な指摘事項指摘

車両数
監査

車両数
車内表示2件
車外表示1件2 7 中部国際空港愛知

なし0 8 中部国際空港愛知

点呼状況の録音及び録画記録義務違反
アルコール検査状況の写真記録義務違反1 6 伊勢神宮三重

なし0 2 修繕寺温泉静岡

なし0 1 高山市営高山駅西駐車場岐阜

なし0 3 恐竜博物館福井

車体表示1件1 20 名古屋駅新幹線口中部

インバウンド需要等により貸切バスの需要が高まる中、貸切バスの繁忙期を迎えるに当たって、輸送の安全確保が求められるところ。
加えて、令和４年１０月に発生した貸切バスの横転事故を踏まえ、同種事故の再発防止及び令和６年４月から施行された貸切

バス事業者に対する新規制の確実な対応のため、貸切バス事業者向けの講習会及び街頭検査を実施。
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５．その他の行政の取組
● 貨物軽自動車運送事業者への対応

近年、宅配便の取扱個数が増加し、物流センターや小売店を介して消費者に荷物を運ぶ手段として、軽自動車による
運送需要が拡大している一方、平成28年から令和５年にかけて、保有台数１万台当たりの事業用軽自動車の死亡・重
傷事故件数は、約４割増加していることを受け、貨物軽自動車運送事業における安全対策を強化

（令和６年１０月１日法令改正、令和７年４月１日施行）

中部運輸局においては、貨物軽自動車運送事業の事業許可
取得者に外国人が多い状況を捉え、外国人への情報伝達のた
め、外国語での案内文を作成し、許可取得者へ配付。

本省作成のポスター、リーフレット 中部運輸局作成の案内文（日本語含め６言語） 25

５．その他の行政の取組
● 大型車の車輪脱落事故防止キャンペーン

令和４年２月に設置された「大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査・分析検討会」における、大型車の車輪脱落事故事例
の調査、分析結果から、事故車両の多くにタイヤ脱着作業時のワッシャ付きホイール・ナットの点検、清掃や各部位への潤滑剤の塗布、
さらにはホイール・ナットが円滑に回るかの確認が不十分である等、適切なタイヤ脱着作業やタイヤ脱着作業後の増し締めが実施されて
いないなどの問題点が確認され、令和５年度においても引き続き同様な状況であった。
こうした状況を踏まえ、令和６年 10 月から令和７年２月にかけて「大型車の車輪脱落事故防止キャンペーン」を実施。

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

中部運輸局において、当該キャンペーンで公表
された情報を踏まえ、整備管理者研修等の機会
を捉え、車輪脱落事故防止について啓発

福井三重岐阜静岡愛知

３4554選任前

６716710選任後

■管内整備管理者研修実績

選任後研修については、e-ラーニングでも開催
26


